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論文審査の結果の要旨 
 
学位申請者 Nuttida Srirachya 
 
本論文は、「Study on composite cellulose hydrogels reinforced with natural  rubber  
nano-aggregation domains(天然ゴムのナノ凝集ドメインで補強したセルロースヒドロ
ゲルに関する研究 )」と題し、 4 章より構成されている。第 1 章「General introduction」で
は、特にセルロースや天然ゴムを含む農業系バイオマスを解説し、特にバイオマス由来多糖類天然高分
子の特性とその複合材料への応用について、実際の研究例を挙げて述べた。第 2 章「Cellulose hydrogels 
reinforced by natural rubber domains having interconnected composite layers」では、サトウキビバ
ガスから得られたセルロースの塩化リチウム(LiCl)/N,N-ジメチルアセトアミド(DMAc)に溶液と、天然
ゴムピリジン溶液を混合し、エタノール雰囲気下で放置することでゲル下することを見出し、このゲル
フイルムは親水性のセルロースと疎水性の天然ゴムが複合化ししていることが明らかになった。本章で
はその液相−固相への相転換技術の確立し、天然ゴム含有率が３０％までの複合化ヒドロゲルの特性を
調べた。  
第 3 章 「 Bio-composite hydrogels of cellulose and vulcanized natural rubber having 
nanointerconnected layers for reinforced water retaining materials」では、セルロースー天然ゴムヒ
ドロゲル内の天然ゴムの二重結合を架橋処理することで、セルロースー天然ゴムの複合化物がさらに強
固な機械的特性と、天然ゴムに特有な伸張性を兼ね備えたヒドロゲルになることを述べた。特に、天然
ゴムの架橋物を２０％含有するセルロースヒドロゲルは約１０００％含水するゲルにもかかわらず、約
１００％の伸張性を示す特徴を得た。この結果はヒドロゲル内での天然ゴムのナノサイズのドメインが
重なりできたマイクロドメインの効果であることを明らかにした。第 4 章では、本研究で得られた知見
を総括し、セルロース−天然ゴム複合化ヒドロゲル材料についてまとめた。 
 よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文として十分な
価値を有するものと認める。 
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